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９
月
８
日
㈰
久
宝
寺
緑
地

八
尾
の
夏
を
飾
る

　
「
第
42
回
八
尾
河
内
音

頭
ま
つ
り
」
が
、
本
年
も

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
こ

と
を
、
心
よ
り
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
の
７
月
６

日
に
「
百
舌
鳥
・
古
市
古

墳
群
」
が
、
ユ
ネ
ス
コ
世

界
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し

た
。
地
元
大
阪
で
は
初
め

て
の
登
録
で
、
大
変
素
晴

ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
登
録
ま
で
の
道
の
り

を
思
い
起
こ
し
ま
す
と
、

非
常
に
感
慨
深
い
も
の
が

ご
ざ
い
ま
す
。
河
内
音
頭

も
ま
た
、
日
本
の
歴
史
に

重
要
な
痕
跡
を
残
し
て
き

た
河
内
平
野
の
民
衆
の
手

に
よ
っ
て
生
ま
れ
育
ま
れ

て
き
た
、
八
尾
市
が
誇
る

日
本
を
代
表
す
る
歴
史
的

遺
産
で
あ
り
、
そ
の
時
々

の
民
衆
の
喜
び
や
悲
し
み

を
受
け
止
め
体
現
し
続
け

て
き
た
、
ふ
る
さ
と
河
内

の
素
晴
ら
し
い
伝
統
文
化

で
あ
り
ま
す
。
そ
の
歴
史

は
、
今
も
そ
し
て
こ
れ
か

ら
も
変
わ
ら
ず
に
受
け
継

が
れ
て
い
く
も
の
と
確
信

し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
年
も
多
く

の
方
々
が
参
加
の
下
、
盛

大
に
八
尾
河
内
音
頭
ま
つ

り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ

の
こ
と
は
、
河
内
音
頭
の

歴
史
的
伝
統
文
化
を
理
解

し
、
楽
し
み
な
が
ら
受
け

継
い
で
い
く
と
い
う
誠
に

意
義
の
あ
る
取
り
組
み
だ

と
思
い
ま
す
。回
を
重
ね
、

世
代
を
超
え
た
市
民
の
交

流
の
な
か
で
脈
々
と
息
づ

い
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
河

内
音
頭
の
生
き
た
歴
史
で

実
演
の
も
と
、
踊
り
の
輪

が
幾
重
に
も
広
が
り
、「
盆

踊
り
を
一
斉
に
踊
る
最
多

人
数
」
の
世
界
記
録
を
達

成
し
た
一
昨
年
の
感
動
が

蘇
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
ほ
か
、
市
内
飲
食

店
が
自
慢
の
品
々
を
販
売

す
る
「
マ
ル
シ
ェ
de
オ

ン
ド
」、
市
内
小
学
生
が

ビ
ジ
ネ
ス
に
挑
戦
す
る

「
ジ
ュ
ニ
ア
エ
コ
ノ
ミ
ー

カ
レ
ッ
ジ
」、
来
場
者
が

グ
ラ
ン
プ
リ
を
決
定
す
る

「
う
ま
い
も
ん
グ
ラ
ン
プ

リ
」
が
、
ま
た
軟
式
野
球

場
で
は
、
市
内
中
学
・
高

校
生
の
吹
奏
楽
や
大
阪
府

警
察
音
楽
隊
の
演
奏
の
ほ

か
、「
や
お
リ
ン
ピ
ッ
ク
」

な
ど
多
数
の
充
実
し
た
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

河
内
音
頭
の
本
場
・
八

尾
の
夏
の
一
大
行
事
は
、

八
尾
の
魅
力
と
活
気
に
満

ち
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

ま
と
ま
り
を
競
い
合
い
、

「
河
内
音
頭
大
盆
踊
り
大

会
」
で
は
、
伝
承
音
頭
を

は
じ
め
、
八
尾
本
場
河
内

音
頭
連
盟
の
師
匠
方
や
八

尾
の
こ
ど
も
音
頭
大
使
の

久
宝
寺
緑
地
で
開
催
さ
れ

ま
す
。

　

陸
上
競
技
場
で
開
催
さ

れ
る
「
河
内
音
頭
グ
ラ
ン

プ
リ
」
で
は
、
出
場
す
る

団
体
（
連
）
が
美
し
さ
や

　

八
尾
の
魅
力
の
一
つ
で

あ
る
「
河
内
音
頭
」
を
心

行
く
ま
で
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
「
第
42
回
八
尾
河

内
音
頭
ま
つ
り
」
が
令
和

元
年
９
月
８
日
（
日
）
に

　

第
42
回
八
尾
河
内
音
頭

ま
つ
り
が
盛
開
催
さ
れ
ま

す
こ
と
を
心
よ
り
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
ほ
ど
地
域
の
皆
様

に
親
し
ま
れ
て
い
る
の

も
、
関
係
者
の
皆
様
の
八

尾
河
内
音
頭
ま
つ
り
へ
の

ご
尽
力
あ
っ
て
の
こ
と
と

存
じ
、
敬
意
と
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

八
尾
は
「
流
し
節
正
調

河
内
音
頭
」
発
祥
の
町
で

あ
り
河
内
音
頭
の
本
場
で

す
。
本
市
の
「
八
尾
河
内

音
頭
ま
つ
り
」
は
、
毎
年

大
変
な
賑
わ
い
を
見
せ
る

河
内
音
頭
グ
ラ
ン
プ
リ
が

開
催
さ
れ
た
り
、
と
毎
年

変
わ
ら
ぬ
活
気
を
見
せ
て

お
り
、
私
自
身
、
本
年
も

ま
た
本
催
し
に
元
気
を
い

た
だ
け
る
こ
と
を
心
よ
り

嬉
し
く
存
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
八
尾
市
内
の
飲

食
店
が
集
ま
る
「
マ
ル

シ
ェ
de
オ
ン
ド
」
や
八
尾

商
工
会
議
所
青
年
部
に
よ

る
「
八
尾
う
ま
い
も
ん
グ

ラ
ン
プ
リ
」
な
ど
も
ご
来

場
に
な
ら
れ
る
皆
様
の
お

腹
も
心
も
満
た
し
、
八
尾

河
内
音
頭
ま
つ
り
が
よ
り

一
層
盛
り
上
が
る
こ
と
と

存
じ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
大
人
か
ら

子
ど
も
ま
で
ご
家
族
で
楽

し
め
る
八
尾
河
内
音
頭
ま

つ
り
の
ご
開
催
に
よ
り
、

河
内
の
伝
統
芸
能
が
脈
々

と
継
承
さ
れ
て
い
く
こ
と

で
し
ょ
う
。
最
後
に
な
り

ま
し
た
が
、
本
年
も
本
ま

つ
り
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
、

成
功
を
収
め
ら
れ
ま
す
よ

う
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

八
尾
河
内
音
頭
は
ふ
る
さ
と
の
伝
統
文
化

日
本
維
新
の
会 

衆
議
院
議
員
　
谷
畑
　
孝

八
尾
の
魅
力
と
活
気
あ
ふ
れ
る
夏
の
一
大
行
事

八
尾
市
長
　
大
松
　
桂
右

　

八
尾
河
内
音
頭
ま
つ
り

も
、
今
年
で
42
回
目
を
迎

え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

久
宝
寺
緑
地
の
陸
上
競

技
場
で
は
、
各
連
が
そ
の

美
し
さ
、
ま
と
ま
り
を
競

い
合
う
「
河
内
音
頭
グ
ラ

ン
プ
リ
」
や
、
櫓
を
中
心

に
踊
り
の
輪
が
広
が
る

「
河
内
音
頭
大
盆
踊
り
大

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。　

　

ま
た
、「
マ
ル
シ
ェ
de

オ
ン
ド
」
と
し
て
、
市
内

飲
食
店
や
Ｂ
級
グ
ル
メ
等

の
出
店
に
加
え
、「
や
お

カ
ラ
」（
八
尾
の
か
ら
あ

げ
）
の
グ
ラ
ン
プ
リ
を
決

定
す
る
「
第
７
回
八
尾
う

ま
い
も
ん
グ
ラ
ン
プ
リ
」

や
小
学
生
が
仲
間
と
会
社

を
作
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス
に
挑

戦
す
る
「
ジ
ュ
ニ
ア
エ
コ

ノ
ミ
ー
カ
レ
ッ
ジ
」
な
ど

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

軟
式
野
球
場
の
「
ふ
れ

あ
い
ス
テ
ー
ジ
」
で
は
、

中
・
高
校
生
に
よ
る
吹
奏

楽
の
演
奏
や
こ
ど
も
達
の

ダ
ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト
、
小

学
生
以
下
の
こ
ど
も
達
が

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
や
フ
リ
ー

ス
ロ
ー
な
ど
８
種
目
に
挑

戦
す
る
「
や
お
リ
ン
ピ
ッ

ク
」
な
ど
が
開
催
さ
れ
ま

す
。

　

昨
年
は
、
中
止
と
い
う

苦
渋
の
決
断
を
い
た
し
ま

し
た
が
、
今
年
の
八
尾
河

内
音
頭
ま
つ
り
で
は
、
八

尾
市
民
や
河
内
音
頭
を
愛

す
る
方
々
が
完
全
燃
焼
で

き
る
よ
う
、
充
実
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆

様
方
に
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支

援
、
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

幅
広
く
親
し
ま
れ
る
伝
統
芸
能

自
由
民
主
党 

衆
議
院
議
員
　
長
尾
　
た
か
し

多彩な出し物と河内音頭で完全燃焼
八尾河内音頭まつり振興会会長  池尻　誠（八尾商工会議所会頭）

　

当
日
は
、
正
午
か
ら
午

後
３
時
ま
で
、
緑
地
内
の

陸
上
競
技
場
で
、
市
内
外

の
市
民
団
体
や
企
業
、
愛

好
家
グ
ル
ー
プ
な
ど
45
団

体
、
約
１
、 ２
０
０
人
が
、

揃
い
の
浴
衣
や
法
被
な
ど

を
身
に
ま
と
い
、
八
尾
本

場
河
内
音
頭
連
盟
の
音
頭

取
り
に
よ
る
河
内
音
頭
の

生
演
奏
に
合
わ
せ
て
練
り

歩
き
、
踊
り
の
美
し
さ
や

纏
ま
り
を
競
う
「
河
内
音

頭
グ
ラ
ン
プ
リ
」
が
行
わ

れ
る
。

　

午
後
４
時
か
ら
午
後
８

時
30
分
ま
で
は
、
同
競
技

場
を
会
場
と
す
る
「
河
内

音
頭
大
盆
踊
り
大
会
」
が

行
わ
れ
、
伝
承
音
頭
や
八

尾
の
こ
ど
も
音
頭
大
使
に

よ
る
音
頭
が
実
演
さ
れ

る
。「
八
尾
の
こ
ど
も
音

頭
大
使
」
に
は
「
こ
ど
も

音
頭
と
り
講
座
」
を
修
了

し
た
小
学
２
年
生
か
ら
６

年
生
の
男
女
計
18
人
が
任

命
さ
れ
、
そ
の
う
ち
の
９

人
が
櫓

や
ぐ
らで
唄
な
ど
を
実
演

す
る
。
そ
の
後
、
八
尾
本

場
河
内
音
頭
連
盟
か
ら
８

人
の
音
頭
取
り
が
櫓
に
上

り
、
自
慢
の
喉
を
披
露
す

る
。
子
ど
も
か
ら
大
人
、

初
心
者
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま

で
、
音
頭
取
り
の
唄
に
合

わ
せ
、
思
い
思
い
に
踊
り

を
楽
し
む
人
の
輪
が
、
櫓

の
周
り
に
幾
重
に
も
広
が

り
、
会
場
は
熱
気
と
活
気

に
あ
ふ
れ
、
夏
の
夜
に
ふ

さ
わ
し
い
盛
り
上
が
り
を

見
せ
る
。

　

そ
の
他
、
同
競
技
場

で
、
午
前
11
時
か
ら
午
後

８
時
ま
で
行
わ
れ
る
「
マ

ル
シ
ェ 

de 

オ
ン
ド
」
で

は
、
市
内
飲
食
店
に
よ
る

地
元
八
尾
グ
ル
メ
と
Ｂ
級

グ
ル
メ
な
ど
41
店
舗
の
出

店
や
、
大
分
県
宇
佐
市
な

ど
八
尾
市
と
交
流
の
あ
る

国
内
都
市
に
よ
る
物
産
即

売
会
が
行
わ
れ
、
多
く
の

人
び
と
で
賑
わ
う
。

　

ま
た
、
同
じ
く
緑
地
内

の
軟
式
野
球
場
で
は
、
午

前
10
時
か
ら
午
後
６
時
30

分
ま
で
、「
ふ
れ
あ
い
ス

テ
ー
ジ
」
と
し
て
、
市
内

中
学
校
・
高
校
・
大
阪
府

警
察
音
楽
隊
に
よ
る
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
吹
奏
楽
の
演

奏
や
、
プ
ロ
と
大
学
生
に

八尾河内音頭まつりの様子 （平成29年）

あ
り
、
真
の
伝
統
文
化
の

継
承
で
も
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た

が
、「
八
尾
河
内
音
頭
ま

つ
り
」
の
開
催
に
大
変
な

ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
関
係
者
の
皆
様
に

心
か
ら
の
敬
意
と
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
更
に
河
内
音
頭
の
交

流
の
輪
が
大
き
く
広
が
り

ま
す
よ
う
祈
念
い
た
し
ま

す
。

第
42
回 

八
尾
河
内
音
頭
ま
つ
り
協
賛
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げました。障がいを持つ利用者が手作業で丁寧
に裁断し、梱包をしています。地球に優しく、
皆様に愛される商品を目指しています。
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ン
ス

ｆ
ｏ
ｒ
ｅ
ｖ
ｅ
ｒ

本
物
の
エ
ス
テ
体
感JR

久
宝
寺
駅
南
口　

サ
ン
ハ
イ
ツ
田
中

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
七
二
）九
七
四―

七
一
八
一

LINE友だち

追  加

〇
社
会
福
祉
法
人　
　
　

若
竹
福
祉
会

　
　
　

認
定
こ
ど
も
園　

志
紀
保
育
園

　
　
　

若
竹
保
育
園

〇
社
会
福
祉
法
人　
　
　

い
わ
れ
会

　
　
　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

田
原
本
園

〇
学
校
法
人　
　
　
　
　

志
紀
学
園

　
　
　

認
定
こ
ど
も
園　

志
紀
学
園
幼
稚
園

理
事
長　

小
角　

道
男

理
事
長　

御
喜
田　

俊
也

よ
る
大
道
芸
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
、
中
学
生
ま
で
の

チ
ー
ム
が
競
い
合
う
「
八

尾
河
内
音
頭
ま
つ
り
ダ
ン

ス
コ
ン
テ
ス
ト
」
が
行
わ

れ
る
ほ
か
、
午
前
10
時
か

ら
午
後
５
時
ま
で
、
小
学

生
を
対
象
に
し
た
「
や
お

リ
ン
ピ
ッ
ク
２
０
１
９
」

が
行
わ
れ
る
な
ど
、
楽
し

い
催
し
が
盛
り
だ
く
さ
ん

と
な
っ
て
い
る
。

　

八
尾
河
内
音
頭
ま
つ
り

は
、
市
内
最
大
の
イ
ベ
ン

ト
で
、
多
く
の
観
客
や
踊

り
を
楽
し
む
人
た
ち
で
賑

わ
う
。
昭
和
53
年
に
市
制

施
行
30
周
年
を
記
念
し
た

市
民
イ
ベ
ン
ト
「
八
尾
ま

つ
り
」
と
し
て
始
ま
り
、

平
成
６
年
に
河
内
音
頭
一

色
の
「
八
尾
河
内
音
頭
ま

つ
り
」 と
改
称
、 平
成
29
年

に
は
、 「
盆
踊
り
を
一
斉
に

踊
る
最
多
人
数
」
の
世
界

記
録
に
挑
戦
し
、 ２
、 ８
７

２
人
の
記
録
を
達
成
し
た
。

　

例
年
、
約
６
万
人
も
の

人
が
訪
れ
て
い
る
が
、
昨

年
は
台
風
21
号
の
影
響
に

よ
り
中
止
と
な
っ
た
。

　

問
い
合
わ
せ
先
は
八
尾

河
内
音
頭
ま
つ
り
振
興
会

事
務
局
・
市
産
業
政
策
課

（
☎
０
７
２
―
９
９
４
―

５
７
４
１
）。

　河内音頭の本場・八尾の夏を飾る恒例

の「第42回八尾河内音頭まつり」が、９

月８日（日）、久宝寺緑地（八尾市西久宝

寺323）で開催される。主催は八尾河内

音頭まつり振興会（池尻誠会長）。



東　　　 大　　　 阪 （２）（第 3 種郵便物認可） （新聞定価　月ぎめ 850円） 令和元年９月１日（日）

八尾市山本町南６－２－29
TEL 072－926－5134

072－921－6893

第 7回世界に羽ばたけ
『夢』スピーチコンテスト
支援金額：120万円

主催：一般財団法人青少年夢応援隊
協賛：株式会社サンクレスト
後援：大阪府、東大阪市
公式サイト：http://yumeouentai.com

【出場者一次選定】
　作文を基にスピーチコンテスト本選出場者 10名を選考いたします。
①公式サイトより『出場申込書』をダウンロードし、必要事項を記入
②「夢」というテーマで作文を書いていただきます。
　また、受賞した際の支援金の使途も記載ください。
　※原稿用紙（400 字詰め）にて３枚まで
　※手書き、パソコン等問わない
③応募方法：「出場申込書」と「原稿」を併せてメール又は
　郵便でお送りください。
　※「出場申込書」と「原稿」はＨＰよりダウンロード
      してください。
　※メールを送る際の件名は「スピーチコンテスト応募」
      としてください。
④送り先：郵送の場合　宛先：大阪府東大阪市南上小阪 12-42
一般財団法人青少年夢応援隊　スピーチコンテスト企画係宛
メールの場合　info@yumeouentai.com
問い合わせ☎06-6725-0511
⑤原稿締切：2019 年９月６日（金）必着

東大阪の企業  株式会社サンクレストが応援しています

【開催趣旨】
将来の夢や目標があるが、経済的支援を必要とする
若者が自身の「夢」をテーマにスピーチを行い、
受賞者を選定、支援金権利を授与いたします。
【応募資格】
大阪在住または在学・在勤の 16歳以上 25歳までの青少年
（1994 年４月２日～ 2004 年４月１日生まれの方）

【本選開催日時】2019年10月14日（月・祝）
　　　　　14時～17時30分
本選開催場所：大阪商業大学ユニバーシティホール蒼天
　　　　住所：大阪府東大阪市御厨栄町 4-1-10
　　　　　

再びこの地を踏まず
―異説・野口英世物語―

日　程　2019 年９月３日（火）
　　　　14：00開演（13：00開場） ※16：45終演予定
　　　　 ※公演終了後、ロビーにて出演者によるアフタートークを予定。 
会　場　八尾プリズム小ホール（八尾市文化会館） 
チケット　全席指定・税込
●一般4,200 円（当日 300円増）
●フレッシュシート 25：1,000 円 ＜25歳以下＞
●障がいのある方とその介添えの方（1名様まで）：3,600円（当日300円増）
　※25歳以下・障がい者割引チケットご購入の際は証明書（学生証・障がい者手帳など）
　　をご提示ください。
　※就学前のお子様のご入場はご遠慮下さい。

文学座公演

　

何
日
経
っ
て
も
タ
ラ
ス
教
授
の
面
影
が
目
の
前

か
ら
消
え
な
い
。
や
や
こ
も
り
気
味
の
野
太
い
声

が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
だ
。

　

９
月
８
日
に
行
わ
れ
る
ロ
シ
ア
統
一
地
方
選
を

前
に
反
プ
ー
チ
ン
の
勢
い
が
止
ま
ら
な
い
。生
前
、

タ
ラ
ス
教
授
は
口
癖
の
よ
う
に
言
っ
て
い
た
。「
ロ

シ
ア
の
内
部
崩
壊
は
す
で
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
」。

こ
の
動
き
が
そ
の
表
れ
な
の
か
も
知
れ
な
い
。
ウ

ク
ラ
イ
ナ
と
対
峙
す
る
ロ
シ
ア
を
見
る
目
も
鋭
か

っ
た
。

　

２
０
１
４
年
に
ロ
シ
ア
が
ク
リ
ミ
ア
を
武
力
併

合
し
た
の
に
は
わ
け
が
あ
っ
た
。
プ
ー
チ
ン
が
首

相
か
ら
大
統
領
に
復
帰
し
た
２
０
１
２
年
、
プ
ー

チ
ン
支
持
率
が
ど
ん
ど
ん
落
ち
て
い
っ
た
。
盛
り

返
す
の
に
は
、
誰
も
が
あ
っ
と
驚
く
カ
ン
フ
ル
注

射
が
必
要
だ
っ
た
。
そ
れ
が
ク
リ
ミ
ア
併
合
だ
。

60
パ
ー
セ
ン
ト
台
の
プ
ー
チ
ン
支
持
率
が
、
一
気

に
90
パ
ー
セ
ン
ト

へ
と
跳
ね
上
が
っ

た
。

　

さ
ら
に
、
調
子

に
乗
っ
て
東
ウ
ク

ラ
イ
ナ
へ
進
駐
し

た
も
の
の
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
人
の
底
力

に
思
う
よ
う
に
は

い
か
な
か
っ
た
。

　

５
年
と
い
う
歳

月
が
流
れ
、
ま
だ

戦
い
が
終
わ
ら
な

い
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
経
済
は
疲
弊
し

て
し
ま
っ
た
が
、
ロ
シ
ア
は
そ
れ
以
上
だ
。
決
し

て
触
れ
て
は
な
ら
な
い
と
こ
ろ
に
ま
で
手
を
つ
け

る
事
態
に
陥
っ
た
。

　

昨
年
６
月
、
ロ
シ
ア
政
府
は
年
金
支
給
開
始
年

齢
の
引
き
上
げ
を
発
表
し
た
の
だ
。
国
民
の
堪
忍

袋
の
緒
が
切
れ
た
。
抗
議
集
会
や
デ
モ
が
相
次
い

で
起
こ
り
、
止
ま
ら
な
い
。

　

ロ
シ
ア
政
府
は
押
さ
え
込
み
に
か
か
る
が
、
徒

労
に
終
わ
る
感
す
ら
あ
る
。
政
権
批
判
す
る
野
党

や
独
立
系
無
所
属
候
補
ら
の
出
馬
が
不
当
な
理
由

で
認
め
ら
れ
な
い
と
分
か
る
と
、
国
民
は
さ
ら
に

騒
ぐ
。
火
に
油
を
注
ぐ
よ
う
な
も
の
だ
。

　
「
私
た
ち
し
か
い
な
い
」。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
全
土
で

人
気
の
こ
の
勇
ま
し
い
歌
に
は
、
ロ
シ
ア
を
追
い

4

4

4

4

4

4

出
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
私
た
ち
だ
け
だ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

と
い
う

若
者
の
強
い
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
今
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
か
ら
ロ
シ
ア
を
追
い
出
す
時
だ
。

連載小説

ウクライナを
歩く

小野元裕
132

私たちしかいない

ウクライナ

サ
ン
コ
ー
で
は
お
客
様
目
線
に
立
ち
、

品
質
・
施
工
・
ご
予
算
に
無
駄
の
な
い

プ
ラ
ン
を
ご
提
案
し
ま
す
。

 物産株式会社

TEL.06-6533-1271
お問い合わせはお気軽に

本　社 〒550-0015　大阪市西区南堀江4丁目33番29号
 E-mai l  ： info@sankobussan.co.jp
 http://www.sankobussan.co.jp/

東京営業所
名古屋営業所
大阪営業所

和歌山営業所
福岡営業所

キッチン・トイレ・バス・洗面のリフォームはもちろん、
畳の表替えや、外装・耐震補強など、お家のあらゆるご相談に応じます。

「200年住宅リフォーム理念」一級建築士事務所

2019・9・1

　

暑
さ
が
や
み
涼
し
く
な
り
始
め
た
。
来

春
卒
業
の
大
学
・
大
学
院
生
の
７
月
末
時

点
で
の
内
定
率
は
80
％
（
就
活
情
報
サ
イ

ト
「
マ
イ
ナ
ビ
」）
と
い
う
。
就
活
も
一

段
落
だ
。　

　

と
こ
ろ
が
、
就
活
情
報
サ
イ
ト
「
リ
ク

ナ
ビ
」
は
「
内
定
辞
退
予
測
」
を
販
売
し
て
い

た
。
内
定
者
本
人
に
事
前
説
明
な
ど
な
く
勝
手
に

予
測
し
企
業
へ
有
償
提
供
し
た
の
で
あ
る
。
因
み

に
「
個
人
情
報
保
護
法
」
で
は
、
個
人
情
報
と
は

氏
名
や
顔
写

真
の
他
、
他

の
デ
ー
タ
と
容
易
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
個
人
を
特

定
で
き
る
情
報
を
指
し
、
個
人
情
報
の
外
部
提
供

は
本
人
の
同
意
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

ホ
ン
ダ
や
ト
ヨ
タ
な
ど
38
社
が
購
入
。
近
年
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
順
守
）
は
言
葉
だ
け

だ
。
法
律
の
前
に
倫
理
が
あ
る
。
欧
米
で
は
コ
ン

プ
ラ
よ
り
も
「
イ
ン
テ
グ
リ
テ
ィ
ー
（
誠
実
さ
）」

に
価
値
を
認
め
始
め
た
。
政
府
は
Ｇ
20
大
阪
サ
ミ

ッ
ト
で
「
信
頼
あ
る
自
由
な
デ
ー
タ
流
通
」
を
提

唱
し
た
ば
か
り
だ
。

　

大
量
の
デ
ー
タ
を
扱
う
オ
フ
ィ
ス
で
は
、
生
産

性
向
上
の
た
め
Ｒ
Ｐ
Ａ
（
パ
ソ
コ
ン
の
定
型
業
務

を
自
動
化
す
る
ロ
ボ
テ
ィ
ッ
ク
・
プ
ロ
セ
ス
・
オ
ー

ト
メ
ー
シ
ョ
ン
）
や
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
の
利
用

が
急
速
に
広
が
っ
て
い
る
。

　

デ
ジ
タ
ル
技
術
で
便
利
に
な
っ
た
が
、
覚
悟
も

必
要
だ
。
個
人
情
報
が
独
り
歩
き
す
る
と
リ
ア

ル
な
あ
な
た
に
「
も
う
１
人
の
ア
ナ
タ
」
が
生

ま
れ
て
く
る
。
バ
ー
チ
ャ
ル
な
「
ア
ナ
タ
」
だ
。

つ
か
め
な
い
、

体
温
も
な
い
、

息
も
な
い
、
電
源
が
な
け
れ
ば
見
え
な
い
。
い
ず

れ
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
さ
れ
「
ス
コ
ア
リ
ン
グ
」

さ
れ
、
モ
ン
ス
タ
ー
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。　

　
「
ア
ナ
タ
」
は
デ
ー
タ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
主
役
に
。

就
活
か
ら
始
ま
っ
た
デ
ジ
タ
ル
個
人
情
報
は
、
こ

れ
か
ら
の
長
い
人
生
に
お
い
て
蓄
積
さ
れ
売
買
さ

れ
て
い
く
。
登
録
し
た
「
就
活
」
デ
ー
タ
は
「
終

活
」
デ
ー
タ
へ
と
変
身
す
る
。
処
暑
の
日
、
ウ
ェ

ブ
（
蜘
蛛
の
巣
）
で
覚
悟
を
し
た
。

晴耕雨読

も
う
１
人
の
デ
ジ
タ
ル 「
ア
ナ
タ
」

枚岡
～瓢箪山商店街めぐり

楽 し い お 店 紹 介 ― 37

武　富
炭焼きうなぎ

17日  八尾市倫理法人会相談役　小野元裕氏・彩綺氏「倫婚から始まった倫理実践」
24日  八尾市倫理法人会幹事　田村ほなみ氏「見えない力に応援される生き方」

3日  大阪府倫理法人会南大阪東部地区地区長　山本武氏「新たな心」
10日  八尾市倫理法人会会長　岡巌氏「希望は心の太陽である～倫理は正しさより明るさだったんだ～」

19日  道頓堀倫理法人会幹事　白石千雅氏「万象我師～後継者倫理塾と倫理活動から得たもの」

5日  大阪鴻池倫理法人会会長　礒山哲也氏「人づくり・自分づくり」

26日  大阪市倫理法人会会長　熊代琢氏「活力朝礼で儲かる会社へ！」

12日  倫理研究所法人局顧問　東納英一氏「心境向上」

20日  東大阪市倫理法人会事務長　永井雅則氏「事務長を拝命して」
27日  大阪府倫理法人会大阪東部地区地区長　松本学氏「苦難は人を成長させるためにやってくる」

6日  東大阪市倫理法人会会長　志波大輔氏「会長を拝命して」
13日  東大阪市倫理法人会専任幹事　北澤千尋氏「専任幹事を拝命して」

経営者
モーニングセミナー開催 早起きして、会社も家庭も元気に！
●八尾市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週火曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場はマナビックスYAO（近鉄八尾線八尾駅・中央南出口より徒歩約5分）
八尾市倫理法人会事務局 ☎06―6764―19569月の予定

●大阪鴻池倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週木曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場はホテルセイリュウ（近鉄石切駅・南へ徒歩５分）
大阪鴻池倫理法人会事務局 ☎090-9874-31799月の予定

●東大阪市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

: :毎週金曜日、朝6 30～7 30開催。参加費無料。
会場はＵ・コミュニティホテルＴＴＳセンター６階（近鉄河内小阪駅北すぐ）
東大阪市倫理法人会事務局 ☎06―6748―88389月の予定

　　　　　　　　　毎週木曜日19:00～19:30
　　　　　　視聴はhttp://www.higashiosaka-n.com

東大阪新聞チャンネル
好評放

映中 ９
月

5日  ゲスト ： 田中康正さん「社会に求められ
る協力雇用主」
 （キャスター ： 小野元裕社長）

12日  ゲスト ： 植村眞一さん「あなたも里親
に！」
 （キャスター ： 小野元裕社長）

19日  ゲスト ： 池畑静江さん「東大阪コミュニ
ティーＦＭ実現に向けて」

 （キャスター ： 三谷真一河内新聞記者）

26日  ゲスト ： 椿本勝彦さん「牛滝温泉四季ま
つりをリニューアルオープン」
 （キャスター：石河亮平編集委員）

　

今
回
紹
介
す
る
の
は
サ

ン
ロ
ー
ド
商
店
街
・
三
番

街
の
「
炭
焼
き
う
な
ぎ　

武
富
」
だ
。
６
月
15
日
に

オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り

の
、
炭
焼
き
う
な
ぎ
持
ち

帰
り
専
門
店
だ
。

　

大
将
は
樋
口
武
さ
ん

（
49
）
＝
写
真
＝
、
大
阪
市

内
の
有
名
う
な
ぎ
専
門
店

で
15
年
間
修
業
の
後
、
瓢

箪
山
の
地
で
開
業
し
た
。

　

う
な
ぎ
の
調
理
に
詳
し

い
読
者
に
は
釈
迦
に
説
法

だ
が
、
関
東
と
関
西
で
は

調
理
方
法
が
多
少
異
な

る
。
関
東
、
と
い
っ
て
も

江
戸
時
代
か
ら
の
慣
習
だ

が
、
う
な
ぎ
を
割
く
の
に

切
腹
を
連
想
す
る
の
を
嫌

い
、
腹
で
は
な
く
「
背
開

き
」
を
基
本
と
し
て
い
る

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
に
対
し
て
関
西
で
は
特

に
気
に
せ
ず
、「
腹
開
き
」

が
主
流
の
よ
う
だ
。
も
う

ひ
と
つ
の
違
い
は
関
東
で

は
焼
く
前
に
、
う
な
ぎ
の

「
蒸
し
工
程
」
が
あ
り
、
か

な
り
脂
を
落
と
し
て
焼
き

上
が
り
は
、

割
り
合
い
と

あ
っ
さ
り
し

た
味
わ
い
に

な
る
。
関
西

で
は
「
蒸
し

工
程
」
な
し

で
生
か
ら
焼
き
上
げ
る
の

で
、
う
な
ぎ
の
脂
分
が
好

き
な
方
に
は
こ
た
え
ら
れ

な
い
美
味
し
さ
だ
。

　

う
な
ぎ
の
焼
き
上
が

り
、
美
味
し
さ
に
大
き
く

関
わ
る
の
が
、
焼
き
方

だ
。
ガ
ス
や
電
気
で
焼
い

た
ら
駄
目
と
ま
で
は
言
わ

な
い
が
、
う
な
ぎ
を
美
味

し
く
焼
き
上
げ
る
に
は
炭

火
焼
き
に
か
な
う
も
の
は

な
い
。
そ
れ
も
備
長
炭
を

使
え
ば
ベ
ス
ト
、
う
な
ぎ

の
脂
分
が
炭
火
に
落
ち
て

発
生
す
る
煙
・
水
蒸
気
を

処
理
し
て
く
れ
る
。

　

樋
口
さ
ん
は
う
な
ぎ
を

三
重
県
桑
名
市
の
う
な
ぎ

卸
売
「
三
徳
」
さ
ん
か
ら

仕
入
れ
て
お
り
、
備
長
炭

は
紀
州
産
と
上
土
佐
産
を

使
用
し
て
い
る
。

　

う
な
ぎ
の
稚
魚
が
世
界

的
に
激
減
し
て
い
る
現
状

な
の
で
、
仕
入
れ
の
絶
対

量
の
確
保
が
難
し
い
と
き

が
あ
り
、
悩
み
の
種
の
よ

う
だ
。店
舗
を
構
え
た「
う

な
ぎ
屋
」
は
仕
入
れ
価
格

を
考
え
る
と
、
客
単
価
を

高
め
に
設
定
せ
ざ
る
を
得

な
い
わ
け
で
、
樋
口
さ
ん

は
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
熟
慮
し
て
、「
炭
焼

き
う
な
ぎ　

持
ち
帰
り
専

門
店
」
に
舵
を
切
っ
た
の

だ
ろ
う
。

　

客
層
は
地
元
の
主
婦
が

多
い
そ
う
で
、
開
店
以
来

の
客
足
も
上
々
の
様
子
だ
。

肝
心
の
う
な
ぎ
の
値
段
は
、

グ
ラ
ム
売
り
１
匹
２
０
０

グ
ラ
ム
見
当
で
、
２
、
５

０
０
円
〜
３
、
０
０
０
円

と
の
こ
と
。
秘
伝
の
タ
レ

も
美
味
し
く
、
持
ち
帰
っ

て
ア
ツ
ア
ツ
の
ご
飯
で
食

べ
れ
ば
一
流
店
の
蒲
焼
き

の
味
が
楽
し
め
る
。

 

（
小
川
秀
人
）

東大阪市喜里川町２－19
TEL：072-974-5462
営業時間：10～19時
休日：火曜日

炭焼きうなぎ　武富

本
格
炭
焼
き
う
な
ぎ

の
持
ち
帰
り
専
門
店

民
の
皆
さ
ま
が
文
化
芸
術

活
動
を
進
め
て
い
た
だ
く

場
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。

　

本
市
と
し
ま
し
て
も
文

化
創
造
館
を
本
市
の
文
化

芸
術
の
拠
点
施
設
と
し
て

だ
け
で
な
く
、
名
実
と
も

に
新
た
な
都
市
魅
力
、
品

格
を
高
め
て
い
く
施
設
と

な
る
よ
う
全
力
を
尽
く
し

て
参
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
皆
様
の
ご
支

援
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

ま
す
。

　

最
後
に
本
創
造
館
の
整

備
の
た
め
に
ご
協
力
・
ご

支
援
い
た
だ
き
ま
し
た
地

域
の
皆
様
を
始
め
、
建
設

に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
関

係
各
位
の
ご
労ろ

う

苦く

に
敬
意

と
感
謝
の
意
を
表
し
て
、

市
議
会
を
代
表
し
て
の
お

祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま

す
。

流
の
促
進
を
図
り
、
心
豊

か
で
活
力
あ
る
地
域
社
会

の
形
成
に
役
立
っ
て
い
く

も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま

す
。

　

市
議
会
と
致
し
ま
し
て

も
東
大
阪
の
素
晴
ら
し
い

文
化
芸
術
を
更
に
発
展
さ

せ
る
た
め
、
文
化
振
興
施

策
の
充
実
に
全
力
を
傾
注

し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い

　
「
東
大
阪
市

文
化
創
造
館
」

が
無
事
に
完
成

し
、
竣
工
と
な

り
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
、
生
ま
れ
変
わ
っ

た
「
東
大
阪
市
文
化
創
造

館
」
は
、
東
大
阪
市
の
文

化
芸
術
の
創
造
発
信
拠
点

と
し
て
、
市
の
文
化
芸
術

の
振
興
と
市
民
相
互
の
交

関西フィルハー
モニー管弦楽団 柿落としコンサート
東大阪市文化創造館

9月1日オープン

東大阪市文化創造館外観

大ホール（Dream House）1500席

東
大
阪
市
長

　
野
田
　
義
和

東
大
阪
市
議
会
議
長

菱
田
　
英
継

東
大
阪
市
の
文
化
芸
術
の
創
造
発
信
拠
点

都
市
魅
力
と
品
格
を
高
め
る
施
設
を
目
指
す

完 成 を 祝 し て
　

東
大
阪
市
の

新
た
な
文
化
・

芸
術
の
発
信
拠

点
「
東
大
阪
市

文
化
創
造
館
」

が
、
令
和
元
年

９
月
１
日
に
グ
ラ
ン
ド

オ
ー
プ
ン
し
、
関
西
フ
ィ

ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団

に
よ
る
柿
落
と
し
の
コ
ン

サ
ー
ト
が
、
藤
岡
幸
夫
氏

の
指
揮
の
も
と
開
催
さ
れ

ま
す
。

　

文
化
創
造
館
は
１
、
５

０
０
席
の
大
ホ
ー
ル
、
３

０
０
席
の
小
ホ
ー
ル
、
20

部
屋
か
ら
な
る
創
造
支
援

諸
室
を
設
け
て
お
り
、
市

50
万
都
市
東
大
阪
市
の
シ
ン
ボ
ル

多
様
な
文
化
芸
術
活
動
を
実
現

　

竣
工
式
は
、
８
月
３
日

に
行
わ
れ
、出
席
者
は
１
、

５
０
０
人
収
容
の
大
ホ
ー

ル
、
３
０
０
席
の
小
ホ
ー

ル
、
創
造
支
援
室
な
ど
を

見
学
し
た
。

　

同
館
は
、
旧
東
大
阪
市

立
総
合
病
院
の
跡
地
で
、

敷
地
面
積
は
約
１
万
３
、

９
７
４
㎡
、
延
床
面
積
は

１
万
４
、
９
６
３
㎡
、
地

下
１
階
、
地
上
５
階
建
。

　
【
施
設
の
特
徴
】

　

大
ホ
ー
ル
は
、ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
劇
場
を
彷
彿
さ
せ
る

格
調
高
い
３
層
バ
ル
コ

ニ
ー
形
式
の
馬
蹄
形
ホ
ー

ル
。
響
き
豊
か
な
優
れ
た

音
響
空
間
と
上
質
な
鑑
賞

環
境
を
備
え
た
高
品
質
な

ホ
ー
ル
。
小
ホ
ー
ル
は
、

高
機
能
な
反
響
板
や
舞
台

設
備
に
よ
っ
て
優
れ
た
音

響
空
間
と
多
様
な
文
化
芸

術
活
動
の
舞
台
を
実
現
し

た
一
体
感
あ
る
本
格
的
な

ホ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
音
楽
・
ダ
ン
ス
・

会
議
・
研
修
な
ど
各
種
用

途
に
適
し
た
創
造
支
援
室

や
音
楽
ス
タ
ジ
オ
な
ど
20

室
を
備
え
た
新
し
い
文
化

活
動
の
拠
点
施
設
。
屋
外

に
は
街
角
広
場
が
あ
り
、

人
び
と
が
交
流
し
、
に
ぎ

わ
い
を
生
み
出
す
。

　

中
核
市
・
東
大
阪
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
東
大

阪
市
文
化
創
造
館
の
竣
工
式
が
、
８
月
３
日
に
近

鉄
奈
良
線
八
戸
ノ
里
駅
北
（
同
市
御
厨
南
２
―
３

―
４
）
で
行
わ
れ
、
９
月
１
日
か
ら
オ
ー
プ
ン
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
文
化
創
造
館
は
、
近
鉄
奈

良
線
河
内
永
和
駅
前
に
あ
っ
た
市
民
会
館
と
稲
葉

に
あ
っ
た
文
化
会
館
の
機
能
を
集
約
し
た
50
万
都

市
、
東
大
阪
市
に
ふ
さ
わ
し
い
文
化
芸
術
の
創
造

発
信
拠
点
と
な
る
施
設
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。
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 新設  万葉集の鑑賞
講師：坂根武さん （ドニエプル出版刊 「私の万葉選歌五十」 の著者）
日時：第４火曜日 13：30～ 14：40
費用：月１回　３カ月 6,300 円＋税
 新設  シニアマダムのおしゃれ講座
〝私らしい色〟 をみつけましょう
講師：山下真知子さん （大手前大学現代社会学部教授）
日時：第３金曜日 10：30～ 12：00
費用：月１回　３カ月 6,300 円＋税
「アタシの昭和お洋服メモリー」
 （山下真知子著・ドニエプル出版）原画展
８月 17日～９月 7日 10：00～ 19：00

近鉄文化サロン上本町 （近鉄百貨店上
本町店 10F ）

秋の受講生募集中☎ 06-6775-3545

　

Ｊ
Ｒ
八
尾
駅
北

へ
徒
歩
２
分
の
と

こ
ろ
に
あ
る
ギ
ャ

ラ
リ
ー
・
ル
ー
エ

（
奥
村
禧
枝
オ
ー
ナ
ー
）

で
、
９
月
13
日
〜
19
日
に

森
浩
毅
絵
画
展
が
開
か
れ

る
。
11
時
〜
17
時
（
最
終

日
は
16
時
ま
で
）。

　

色
彩
が
楽
し
く
温
か
い

パ
ス
テ
ル
画
と
モ
ノ
ト
ー

ン
で
生
き
生
き
し
た
線

の
ペ
ン
画
新
作
約
30
点

が
や
っ
て
く
る
。
森
さ

ん
（
62
）
の
描
く
人
物
は

ほ
の
ぼ
の
と
し
た
温
か
み

が
あ
り
、
見
る
者
を
ほ
っ

こ
り
さ
せ
る
。「
心
の
薬
」

と
も
い
え
る
森
さ
ん
の
絵

に
惹
か
れ
る
人
は
多
い
。

　

国
内
外
で
活
躍
す
る
森

さ
ん
は
、
２
０
０
３
年
に

フ
ラ
ン
ス
・
ル
・

サ
ロ
ン
展
入
選

を
皮
切
り
に
、

２
０
０
９
年
ミ

レ
ー
友
好
協
会

入
選
、
日
本
文

学
館
ア
ー
ト
部

門
特
別
賞
、
２
０
１
０
年

日
本
・
モ
ナ
コ
芸
術
祭
で

モ
ナ
コ
公
国
よ
り
名
誉
賞

授
与
な
ど
枚
挙
に
遑
が
な

い
。

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ル
ー
エ

は
奥
村
禧
枝
さ
ん
（
78
）

が
２
０
０
４
年
５
月
に

オ
ー
プ
ン
し
、
今
年
で
16

年
目
を
迎
え
、
八
尾
の
芸

術
セ
ン
タ
ー
的
な
存
在
に

な
っ
て
い
る
。
年
に
６
、

７
回
企
画
展
が
開
か
れ
て

お
り
、
こ
こ
で
生
ま
れ
た

ア
ー
ト
と
人
の
出
会
い
は

数
知
れ
な
い
。
森
浩
毅
絵

画
展
で
は
ど
ん
な
出
会
い

が
生
ま
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。 楽しさにあふれた色、生命力にあふれた線

色
彩
が
楽
し
く
温
か
い
パ
ス
テ
ル
画

モ
ノ
ト
ー
ン
で
生
き
生
き
し
た
線
の
ペ
ン
画

八尾市安中町4－2―13
TEL090―5128―3161

ギャラリー・ルーエ

大
ホ
ー
ル
で
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ル
ー
エ

９
月
13
日
〜
19
日

森
浩
毅
絵
画
展
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